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Ⅰ．２００９年度第２四半期連結決算の概要



第２四半期決算実績サマリー　第２四半期決算実績サマリー　

売上加重

平均レート

９６９５１０６ドル（￥/＄）

▲２▲１８６▲６２▲６０１２３四半期純利益

１３３１２５１５９ユーロ（￥/EUR)

▲３１９

▲３０５

▲１，３６８

▲３，１４２

前年同期比

増　減

＋６７

＋５８

▲５３９

-

4月公表比実績4月公表実績

▲１２

▲６１

５，１６０

４，０３０

▲８０３０７経常利益

▲１２０２４３営業利益

５，７００６，５２９売 上 高

-７，１７２受 注 高

2009年度

2Q累計

2008年度

2Q累計

（億円）

【受注高】

新造船の受注がなかった船舶、

前年度大口受注があった車両の減

少が大きい

【売上高】

欧米向け二輪車の販売が減少した

汎用機で大幅な減収となった

【損益】

・量産品部門を中心に固定費削減を

進めたものの、減収と円高の影響

等により前年同期比で大幅な減益

となった

・ただし、営業・経常利益については

　４月公表比で改善した
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前年同期比損益増減要因分析　①前年同期比損益増減要因分析　①

前年同期比　▲３０５億円（2008.2Q累計 ２４３億円 ⇒ 2009.2Q累計▲６１億円）【営業損益】　

▲61▲119▲200

243

＋23

＋24

＋69

▲102

2008.2Q

為替の影響

減収の影響

販売費及び
一般管理費の減少

素材価格
低下の影響

会計基準変更の影響
　　・棚卸資産評価　+20
　　・工事契約　+3

2009.2Q

売上構成変動・
その他

<参考>　４月公表比　＋５８億円
（計画 ▲１２０ → 実績 ▲６１)

　　　　為替の影響　　　　　＋　４
　　　　減収の影響　　　　　▲３４
　　　　費用発生後ろ倒し　＋３６
　　　　コストダウン等　　 　＋５２
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【営業外損益】　　

前年同期比損益増減要因分析　②前年同期比損益増減要因分析　②

　

前年同期比　▲１４億円（2008.2Q累計 ６３億円 ⇒ 2009.2Q累計 ４９億円）

【特別損益】　　前年同期比 ▲６億円（2008.2Q累計▲５１億円 ⇒ 2009.2Q累計▲５７億円）

金融収支 （受取配当金を含む）

持分法による投資利益

為替差損益　

その他

　＋１億円 　 （▲９億円 ⇒ ▲７億円 ）

　▲７億円 　 （ ３３億円 ⇒ ２５億円 ）

　＋２億円 　 （ ３０億円 ⇒ ３２億円 ）

▲１１億円 　 （ ９億円 ⇒ ▲１億円 ）

訴訟損失引当金繰入額

その他　　　　　　　　

▲１８億円 　 （▲５１億円 ⇒ ▲６９億円）

＋１２億円　 （　 　０億円 ⇒ １２億円 ）

※1 ※2

※１　ごみ焼却施設に関する公正取引委員会からの課徴金相当額

※２ ごみ焼却施設の発注者から当社に対する損害賠償請求訴訟等による損失発生見込額
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セグメント別決算実績セグメント別決算実績

▲１▲３▲１－－－－全社又は消去

２４３

１８

５０

３

４６

４７

５

７０

２

2008年度
2Q累計

▲１，３６８

▲１３９

▲１８２

▲７１３

▲１０９

▲８３

▲２１９

▲３５

＋１１５

増 減

５，１６０

４２８

２９０

１，０６２

３５７

８３４

７３３

８０１

６５２

2009年度
2Q累計

６，５２９

５６８

４７２

１，７７６

４６６

９１７

９５２

８３６

５３７

2008年度
2Q累計

売上高

▲３０５

▲２１

▲３０

▲１６９

▲３５

▲４１

＋２０

▲３７

＋１１

増 減

▲６１

▲３

１９

▲１６６

１０

６

２６

３２

１４

2009年度
2Q累計

営業損益

▲３，１４２４，０３０７，１７２合　　　計

▲２０２４２９６３２そ　の　他

▲２７５２７５５５０油圧機器

▲７１３１，０６２１，７７６汎　用　機

▲１６５３２５４９０プラント・環境

▲１９４９９８１，１９３ガスタービン・機械

▲１１８４６５５８３航空宇宙

▲９１５４４５１，３６０車　　　両

▲５５７２７５８４船　　　舶

増 減2009年度
2Q累計

2008年度
2Q累計

受注高

（億円）
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船　　舶船　　舶　　
主要製品：　LNG船、LPG船、VLCC、バルクキャリア、潜水艦　等

　当第２四半期実績　（前年同期比）

受注 　　　海運市況の低迷により新造船の受注なし

売上 　 　　売上隻数の増加、大型船の売上増加

営業損益　 増収および資材費低下等による採算性向上
により増益

　２００９年度見通し　（４月公表比）

・ 新造船需要の減退を織込み、受注見通しを引き下げ

・ 為替前提レート変更による悪化を、資材費の低下およびコスト
　 ダウン等により補い、損益は当初計画どおりとなる見通し

（億円/各期の数値は累計）

受注

206

584 641 715

18 27

500

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　1,100）

売上

190

537

958

1,264

394

652

1,500

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　1,500）

営業損益

0 2

14

35

▲6

▲25

▲10

30

20

0

0

0

20

30

40

1Q 2Q 2Q 2009年度
見通し

1Q3Q 2008年度

（4月公表　35）

　 （参考）中国での合弁事業について

１９９５年１２月、中国海運最大手COSCO社と合弁で、中国の南通市
にNACKSを設立。同社では川崎造船の技術支援のもと、COSCO社を
はじめ中国国内外向けに各種商船を建造。 （持分法適用会社）

＜新造船の受注・売上隻数＞ （隻）

2008年度 2009年度 2008年度 2009年度

LNG船 ５（５） ４（４）

LPG船 １ ２（１） ２（２）

VLCC １（０）

ﾊﾞﾙｸｷｬﾘｱ ５ ２（０） ７（５）

潜水艦 １（１） ２（２）

合　計 ６ １０（７） １６（1３）

注）括弧内は進行基準売上（内数）

受注 （2Q累計） 売上 （2Q累計）
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車　　両車　　両
主要製品：　各種電車（新幹線含む）、機関車、客車、モノレール、ホームドア

　当第２四半期実績　（前年同期比）

※建設機械を除くベースの数値と比較

受注 　　・ シンガポール向け地下鉄電車（１３２両）の受注獲得
　　　　　　 ・ JR向け大口受注案件の減少

売上　 　 JR各社向け、海外向け鉄道車両の増加

営業損益　 円高による輸出案件の採算性低下等により減益

　２００９年度見通し　（4月公表比）

・ 一部海外向け案件で納入が翌年度にずれ込むため、売上
　 見通しを引き下げ

・ 減収と為替前提レート変更による影響をコストダウン推進等
　 により補い、損益は当初計画どおりとなる見通し

（億円/各期の数値は累計）

　（参考）海外新規プロジェクトへの取り組み状況

・インド貨物専用新線（デリー～ムンバイ）
　－円借款供与が決定し、日本連合で対応中

・ホーチミン地下鉄
　－円借款供与が決定し、他社とのコンソーシアムにより対応中

・北米－地下鉄、通勤電車を中心に受注活動中

・高速鉄道－ブラジル、北米、インド、ベトナム等で計画あり

受注

982
1,360

1,864

2,646

280 445

1,400

0

0

0

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　1,500）

売上

361

836

1,318

1,864

408

801

1,650

0

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

営業損益

23

70
77

113

16
32

90

0

0

0

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

建設機械除くベース
1,199

建設機械除くベース
645

（4月公表　1,700）

建設機械除くベース
65 （4月公表　90）
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航空宇宙航空宇宙
主要製品：　防需航空機、民需航空機分担製造品（ボーイング・エンブラエル）、誘導機器システム

　当第２四半期実績　（前年同期比）

受注　 　　 BOEING社向けB777分担製造品等の減少

売上　 　 防需案件及びBOEING社向け分担製造品等の減少

営業損益 B787の開発スケジュール変更に伴う費用計上時期
　　　　　　　 見直しの影響等により損益改善

　２００９年度見通し　（４月公表比）

・ B787開発スケジュール変更の影響、景気減速による民需案
件の減産等により、受注・売上ともに見通しを引き下げ

・ 減収と為替前提レート変更の影響があるものの、B787開発
　 スケジュール変更に伴う費用減が見込まれること等により、
　 損益は当初計画どおりとなる見通し

（億円/各期の数値は累計）

営業損益

2 5

26 25

▲21

▲43 ▲4150

30

0

0

30

1Q 2Q 2Q 2009年度
見通し

1Q3Q 2008年度

（4月公表　25）

売上

395

952
1,264

2,004

266

733

1,800

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　1,900）

受注

275
583

877

2,391

114
465

1,600

0

0

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　1,700）

＜民需分担製造品の売上機数＞ （機）

2Q累計 通期 2Q累計 通期見通し

B777 42 73 38 77

B767 7 13 4 10

Embraer170/175 30 46 10 21

Embraer190/195 58 112 20 63

売  上
2008年度 2009年度
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ガスタービン・機械ガスタービン・機械
主要製品：　航空機用エンジン、産業用ガスタービン・コージェネレーション、陸用・舶用タービン、ディーゼル機関、空力・水力機械

　当第２四半期実績　（前年同期比）

受注　　 　 舶用ディーゼル主機、舶用推進機等の減少

売上　　 航空機用エンジン分担製造品は堅調を維持
　　　　　　　　一方、舶用タービン、ガス圧縮機設備等は減少

営業損益 減収および円高の影響等により減益

　２００９年度見通し （４月公表比）

・ 舶用機器は減少するも、産業用ガスタービン、空力機械等の　
　 増加により、売上は当初計画どおりとなる見通し

・ 航空機用エンジンの補用品の売上が下期に集中することが
　 見込まれるため、損益は当初計画どおりとなる見通し

（億円/各期の数値は累計）

受注

591

1,193

2,793

3,555

523
998

2,200

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　2,200）

売上

449

917

1,388

1,951

447

834

2,000

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

営業損益

22

47

67

110

9 6

70

0
5
0
5
0
5
0
5
0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　70）

（4月公表　2,000）

＜航空機用エンジン　主要参画プロジェクト概要＞

Ｖ２５００ Ｔｒｅｎｔ１０００ ＴｒｅｎｔＸＷＢ

主な搭載機 A320 他 B787 A350

参画方式 Full Partner方式 RRSP方式
（※)

RRSP方式
（※)

当社参画比率 約6% 約8.5% 約7%

担当部位
ﾌｧﾝｹｰｽ、

低圧圧縮機のﾌﾞﾚｰﾄﾞ、
ﾍﾞｰﾝ、ﾃﾞｨｽｸ他

中圧圧縮機(IPC)
ﾓｼﾞｭｰﾙ

中圧圧縮機(IPC)
ﾓｼﾞｭｰﾙ

（※）Risk & Revenue Sharing Partner方式
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プラント・環境プラント・環境
主要製品：　産業用プラント（セメント、化学等）、発電プラント、LNG・LPGタンク、都市ごみ焼却施設、掘削機

　当第２四半期実績　（前年同期比）

受注　 　　　 大口案件の減少
（前年同期は大口のLNGタンク貯槽案件あり）

売上　 　　　 海外向け大型プラントの減少

　　　　　　　　 前年度の大型案件：韓国/ﾌｪﾛﾆｯｹﾙ精錬ﾌﾟﾗﾝﾄ

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ﾊﾟｷｽﾀﾝ/尿素ﾌﾟﾗﾝﾄ

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ﾍﾞﾄﾅﾑ/ｾﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝﾄ 　 等

営業損益　 減収による減益

　２００９年度見通し （４月公表比）

・ 補修工事等の小口案件の増加により、受注・売上ともに見通
　 しを引き上げ

・ 増収と既受注案件の採算性改善により損益見通しを引き上げ

　 （参考）中国での合弁事業について

２００６年より中国セメント業界最大手のCONCHセメントと合弁事業を
開始。現在までに３つの合弁企業を設立し、中国におけるセメント排熱
発電設備・セメント製造設備（プレヒーター、キルン、ミル等）の設計か
ら製造、販売、アフターサービスまでの一貫体制を確立。今後さらに、
中国における環境保全・省エネルギー技術の普及に貢献していく。

（億円/各期の数値は累計）

受注

287

490
616

836

132

325

900

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

売上

202

466

661

1,051

131

357

1,000

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　950）

（4月公表　800）

営業損益

46
53

89

10

60

▲6

16

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　40）

1Q
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汎　用　機汎　用　機
主要製品：　二輪車、四輪バギー車（ATV）、多目的四輪車、パーソナルウォータークラフト、汎用エンジン、産業用ロボット

　当第２四半期実績　（前年同期比）

売上　　　 ・ 欧米の二輪車市場縮小による販売減
・ 各種産業用ロボットの減少

営業損益　　限界利益率の向上、固定費削減等は進めたものの、
　　　　　　　　減収および円高の影響等により損益悪化

　２００９年度見通し　（４月公表比）

・ 主要市場である北米市場での大型二輪車等、および産業用
ロボットの想定以上の販売減により、売上見通しを引き下げ

・ 減収および為替前提レート変更による影響を、さらなる固定費
　 削減・限界利益率改善等により補い、損益は当初計画どおり
　 となる見通し

　参考　

・中国においてKYMCO社と合弁で汎用ガソリンエンジンの生産・販売
　会社を設立。工場は２０１０年１月より稼動開始の予定。

・２００９年１０月、ブラジル現地法人で二輪車の生産を開始。　

（4月公表　▲260）

売上

940

1,776

2,478

3,364

602
1,062

2,400

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　2,600）

（億円/各期の数値は累計）

営業損益

3

▲260

▲166

▲101
▲77

▲56
▲18 2Q

3Q 1Q 2Q2008年度

2009年度
見通し1Q

＜コンシューマー向け製品 地域別売上台数・金額＞ （千台、億円）

台数 金額 台数 金額 台数 金額 台数 金額
国内 13 91 19 147 10 80 18 131
北米 82(41) 619 197(118) 1,343 44(30) 311 107(67) 752
欧州 52 458 97 732 36 290 75 586

その他 87 215 210 449 99 191 240 471

合計 234 1,383 523 2,671 189 872 440 1,940
注1)二輪車、四輪バギー車（ATV）、多用途四輪車、パーソナルウォータークラフト（「ジェットスキー」）及びこれらの
　　　関連製品を含む。
注2)括弧内は二輪車分を示す。（内数）

2008年度 2009年度
2Q累計 2Q累計通期 通期見通し
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油圧機器油圧機器
主要製品：　油圧機器（ポンプ・モーター・バルブ）、陸用油圧装置、舶用油圧装置、精密機械・機電製品

　当第２四半期実績　（前年同期比）

受注 　　　 日・米・欧における建設機械の需要減による減少

売上 　　　 建設機械向けの減少等

営業損益　 減収による減益

　２００９年度見通し （４月公表比）

日・米・欧市場における建設機械向けの販売減を、好調な中国
市場における販売増により補い、売上・損益とも当初計画どおり
となる見通し

　（参考）中国での事業展開について

中国における需要増に対応するべく、中国蘇州に現地法人を設立し、
２００６年８月より油圧機器の生産を開始。２００８年９月に同工場の拡
張を図り、２００９年１月には舶用油圧ユニットの現地生産を開始。

（億円/各期の数値は累計）

受注

289

550

715
841

109

275

700

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

売上

230

472

682

849

143

290

650

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

営業損益

26

50

70
83

11
19

30

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

（4月公表　700）

（4月公表　650）

（4月公表　30）

－　11　－



その他その他
主要製品：　建設機械　他

受注

321

632

886
1,055

135

429

1,100

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

売上

254

568

798

1,035

172

428

1,000

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 2009年度
見通し

建設機械含むベース
793億円

（4月公表　1,200）

建設機械含むベース
759億円

（4月公表　1,100）

営業損益

9

18

26

42

0 0

▲31Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2009年度
見通し

建設機械含むベース
23億円

2Q

（4月公表　20）

　参考　

２００９年４月１日付で建設機械事業を分社化し、
「株式会社KCM」設立

→建設機械事業は今期より「その他」セグメントに含む

（億円/各期の数値は累計）
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財政状態およびキャッシュフロー財政状態およびキャッシュフロー

▲６１６▲２１０フリーキャッシュフロー

５６５１１８財務キャッシュフロー

▲３６４▲２９５投資キャッシュフロー

▲２５２　　８５営業キャッシュフロー

2009年度

2Q累計

2008年度

2Q累計

【キャッシュフロー】　　

（億円）【財政状態】　　

２，８４５
（２０．８％）

　２，９０４
　(２０．７％)

自己資本
（自己資本比率）

１３，６８０１３，９９７総資産

　１２３％

　３，８９２
　（３，５７３）

2008年度

4Q末

１４９％NET Ｄ／Ｅレシオ

４，４８９
（４，２４１)

有利子負債残高
（NET有利子負債）

2009年度

2Q末

（億円）

注） 有利子負債残高にはリース債務を含む　
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Ⅱ．２００９年度通期業績見通し



連結受注高・売上高・損益見通し連結受注高・売上高・損益見通し

実績/
前提

レート

▲３０▲８７３０６０１１７当期純利益

９０９５１０１ドル（￥/＄）

０▲２３７５０５０２８７営業利益

０▲２８７１００１００３８７経常利益

１３０１２５１４２ユーロ（￥/EUR)

▲１，３８５

▲４，６０５

前年対比

増　減

▲４００

▲１，０００

4月公表比今回公表4月公表実績

１２，０００

１０，８００

１２，４００１３，３８５売 上 高

１１，８００１５，４０５受 注 高

2009年度見通し2008年度

（億円）

【受注高】
受注環境の悪化を織込み、船舶と

汎用機を中心に見通しを引き下げ

【売上高】　　

需要減を織込み、汎用機、航空宇宙

を中心に見通しを引き下げ

【損益】
・減収および為替前提レート変更の

影響等はあるものの、固定費の圧

縮・生産性の向上等、経営全般に

わたる収益改善策を引き続き推進

することにより、営業・経常利益は

当初計画を据置き

・ただし、当期純利益のみ、特別損失

　計上の影響により引き下げ

注）前提レートは見通し公表時の為替エクスポージャーに対して適用

（参考）為替影響度
１円の変動による影響額

（億円）

営業利益 経常利益
ドル １２ ８

ユーロ １ ０
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セグメント別業績見通しセグメント別業績見通し

今回公表4月公表実績今回公表4月公表実績今回公表4月公表実績

５０５０２８７１２，０００１２，４００１３，３８５１０，８００１１，８００１５，４０５合　　　計

０２０４２１，０００１，１００１，０３５１，１００１，２００１，０５５そ　の　他

３０３０８３６５０６５０８４９７００７００８４１油圧機器

▲２６０▲２６０▲１０１２，４００２，６００３，３６４２，４００２，６００３，３６４汎　用　機

６０４０８９１，０００９５０１，０５１９００８００８３６プラント・環境

７０７０１１０２，０００２，０００１，９５１２，２００２，２００３，５５５ガスタービン・機械

２５２５▲４１１，８００１，９００２，００４１，６００１，７００２，３９１航空宇宙

９０９０１１３１，６５０１，７００１，８６４１，４００１，５００２，６４６車　　　両

３５３５▲１０１，５００１，５００１，２６４５００１，１００７１５船　　　舶

2009年度見通し2008年度2009年度見通し2008年度2009年度見通し2008年度

営業損益売上高受注高

（億円）
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研究開発費・設備投資・期末従業員数研究開発費・設備投資・期末従業員数

（億円・人）

増減理由増減今回公表4月公表実績

2009年度見通し2008年度

３２，１００
（３２，６２６）

７，７００
（７，９１４）

２４，４００
（２４，７１２）

５２０
（２３５）

７１０
（３４３）

３８０
（１７２）

３３，０００

８，４００

２４，６００

５４０

７８０

４００

▲９００

▲７００

▲２００

▲２０

▲７０

▲２０

４４３
（２００）

減価償却費

設備投資 汎用機　▲４５
船舶　 　▲２０
その他　▲　５

８２４
（３８４）

３２，２６６
（３１，９６８）

７，９５５
（７，５５８）

２４，３１１
（２４，４１０）

３８２
（１７６）

海外子会社における

人員削減

操業度低下による

中途採用計画の見直し

主に汎用機で減少

期末従業員数

海　　外

国　　内

研究開発費

注） 括弧内の数字は2Q実績を表す

－　16　－



Ⅲ．２００９年度事業運営方針



　　　　 　　　　２００９年度を緊急避難の年と位置づけ、２００９年度を緊急避難の年と位置づけ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営体質の引締めを徹底する経営体質の引締めを徹底する

　①　「①　「リスクマネジメント」をより徹底した事業運営の推進リスクマネジメント」をより徹底した事業運営の推進

　　　受注・販売における採算性等についての十分な分析・検討とコスト管理

　　②② 損益分岐点の引き下げ損益分岐点の引き下げ
　　　 市場環境の変化を注視し、特に需要が減退している事業については、固定費の圧縮等、

　　　　損益分岐点の引き下げに重点的に取り組む

③　財務体質の強化③　財務体質の強化

　　　資金回収の早期化、投資の見直し等による資金効率の向上、キャッシュフローの

　　　　改善による有利子負債の圧縮

　④④ 必要不可欠な戦略的投資の継続必要不可欠な戦略的投資の継続

　　　　・　エネルギー・　エネルギー・環境などの成長分野と将来のグループ技術基盤への研究開発、人材、

設備などの戦略的投資

　 ・ 重点市場への人材その他の投資　

全社方針全社方針
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「エネルギー・環境関連事業」の育成加速プラント・環境

中国事業を含めたグループでの最適生産体制の強化など、今後の新規受注を見
据えた収益基盤の強化

船　　　舶

日立建機、TCMとの事業提携による開発・販売力の強化建設機械

・ 損益分岐点の引き下げを行いながらの機動的な経営資源の投資

・ 世界５極体制（日米欧中韓）の強化

油圧機器

・ 最重点事業としての先進国向けモーターサイクルの収益性向上

・ 製品競争力向上のためグローバルレベルでの調達・生産体制の強化

・ 産業用ロボット ： 開発力強化および新規顧客の開拓

汎　用　機

・ 民需航空機用ジェットエンジンの新機種開発の推進

・ エネルギー・環境分野の強化、全般にわたる生産性向上による競争力強化

ガスタービン・機械

大型プロジェクトの推進 ：　

次期固定翼哨戒機の量産対応、次期輸送機開発の完遂、Ｂ７８７量産対応

航空宇宙

国内・北米・アジア三市場での事業運営体制の強化車　　　両

基本方針　：　「質主・量従」、 「リスクマネジメントの徹底」

個別事業毎の方針個別事業毎の方針
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世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する
“Global Kawasaki”

ご注意
本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で把握可能な情報に基づき当社が判断した見通しで
あり、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控え下
さるようお願い致します。実際の業績は、外部環境及び内部環境の変化によるさまざまな重要な要素により、これらの見通
しとは大きく異なる結果となり得ることを御承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域
をとりまく経済情勢、対米ドルをはじめとする円の為替レート、税制や諸制度などがあります。
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